
G-MISを活用した新型コロナウイルス感染症の患者の入院調整について

1

外来 入院

G-MIS上で受入可能病床数を可視化

市区町村 医療機関名 報告日時
受入可能
病床数

うち、
重症患者用

連絡先

○○市 A病院 XX/XX 9 3 XX-XXX-XXXX
○○市 B病院 XX/XX 3 0 XX-XXX-XXXX
○○市 C病院 XX/XX 2 1 XX-XXX-XXXX
○○市 D病院 XX/XX 2 0 XX-XXX-XXXX

工夫②
受入可能病床数が多
い病院から表示する。

工夫①
表示する項目数を減ら
し⾒やすくする。

⼊院調整を希望する医療
機関名、二次医療圏等で
検索を⾏うことが可能。

可能な限り、
直近の状況を入力閲覧

病院

診療所

＜広く一般的な医療機関＞

G-MIS閲覧可能範囲 G-MIS入力可能範囲

病院

とりまとめ団体
（地区医師会、委託業者等） ・画面に表示する項目は、以下のような必要最小限の項目とする。

①市区町村名・二次医療圏名・二次医療機関コード
②医療機関名（医療機関コード）
③受⼊可能病床数
④うち、重症患者用
⑤うち、回復後患者用
⑥報告日時
⑦連絡先 等々
※その他、詳細な項目（例︓透析患者受⼊可能病床等）は別画面で確認可能

• ⼊院調整において、⼊院依頼を希望する医療機関と受け⼊れ医療機関間で、空床情報を共有できる情報基盤として、
地区医師会等と連携しながらG-MISを活用していただく。

• 本システムによって、受け⼊れ医療機関の空床情報を検索できることで、⼊院調整を効率的に⾏うことが可能になる。
（本システムにはマッチング機能は備えておらず、最終調整は電話でのやり取りを想定している。）

調整困難事例
の

調整を実施

G-MIS閲覧できない
診療所への情報共有等

救急＜入院依頼を希望する医療機関＞ ＜受け入れ医療機関＞

順次拡大

＜対応医療機関＞

• ⼊院調整において、⼊院依頼を希望する医療機関と受け⼊れ医療機関間で、空床情報を共有できる情報基盤として、
地区医師会等と連携しながらG-MISを活用していただく。

• 本システムによって、受け⼊れ医療機関の空床情報を検索できることで、⼊院調整を効率的に⾏うことが可能になる。
（本システムにはマッチング機能は備えておらず、最終調整は電話でのやり取りを想定している。）
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